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除雪対策について

災害拠点の上下水道耐震化について

建設部長
富山市では、緊急時にも円滑な道路交通を確保するた
め、消雪装置を緊急輸送道路や主要な幹線市道に優先的
に設置しています。2023年11月末現在、緊急輸送道路の約
45%、17キロメートルに設置が完了し、現在も草島東線や
青島小倉線などへの設置を進めています。今後も早期完成
を目指し、さらに町内会などの団体が設置する消雪装置へ
の補助制度の活用も進めていく予定です。

建設部長
待機料は積雪による除雪作業を待機した除雪業者に

支払われる経費です。現在、富山県、南砺市、北海道、青森
県、山形県、新潟県、福井市などがこの制度を導入していま
すが、富山市では地域主導型と市主導型の併用であり導入
には課題がありますが、国土交通省の計画でも待機料制度
の必要性が示されており、今後も検討を続ける予定です。

上下水道事業管理者
　今年の元日に発生した能登半島地震を受けて、上下水道
管路の耐震化の重要性を認識しました。富山市は広大な
市域を持ち、水道管と下水管の総延長は非常に長く、これら
の施設の耐震化や老朽化対策が急務であり、経営の健全化
が重要です。市の水道料金と下水道使用料は、合併後の
統一料金により据え置かれていますが、経営環境は厳しく
なってきています。上下水道局は経費の節減や業務の効率化

を進め、料金改定の検討も必要であります。今年設置され
た富山市上下水道事業経営審議会では、適正な料金設定に
ついて審議が行われており、来年5月頃に答申が予定されて
います。今後、上下水道施設の更新や耐震化を進めるために
は、市民の納得と共感を得ることが重要であり、経営の透明
性向上を図るために情報発信を強化してまいります。

ほうさやま か ず お

柞山
交通量の多い路線での消雪装置の設置が急務ですが、消

雪装置の設置状況と今後の見通しについてお伺いします。

柞山
上下水道事業の経営の見通しや事業推進のための安定経

営が重要であり、今後の事業経営についてお伺いします。

柞山
除雪待機料制度の調査・研究について内容をお伺いします。

富山まちなか病院再整備について

病院管理者
富山まちなか病院の再整備について、今年度から病院職
員による基本構想内部検討委員会が設置され、再整備後
の病院の基本理念や機能、役割の検討が進められていま
す。また、10月には外部有識者等で構成される富山まちな
か病院再整備等検討委員会が設置され、第1回検討委員会
が10月28日に開催されました。検討委員会では、再整備の
方向性、医療提供の方向性、再整備を行う場所、再整備の
手法の3つの検討項目が示されています。
これらの検討結果を基に、再整備に向けた基本的な考え
方を取りまとめ、今年度末には富山まちなか病院再整備基
本構想を作成する予定です。

柞山
富山まちなか病院再整備の基本構想を今年度内にまとめ
るということでありますけれども、再整備の考え方について
お伺いします。

イタイイタイ病について

環境部長
　我が国における四大公害病の1つでありますイタイイタイ
病や、川水や農地のカドミウム汚染につきましては、市町村
合併以前から旧富山市、旧婦中町等において県と共に健康
面のサポートや土壌の復元など、様々な対策に取り組んで

柞山
神通川流域カドミウム被害団体連絡協議会は、復元田の
軟弱地盤の補修事業や健康調査の受診率向上に向けた説明
会、原因企業の神岡鉱業株式会社への立入調査など、被害
者団体による取組がされてきております。これまで富山市の
具体的な関わりや取組についてお伺いします。
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まいりましたが、市内2か所における観測地点でのそれぞれ
年4回の水質調査の実施、平成24年度の開館当初からの
富山県立イタイイタイ病資料館への市職員の派遣、被害
団体が実施する現地立入調査へ平成29年度からの市職
員の同行、本年7月に市立図書館本館で開催した小学4年
生から中学生を対象とした資料館の語り部によるおはなし
会とパネル展などを行っているところであります。本市と
いたしましては、二度とこのような公害が起こらないよう、
こうした取組を継続してまいりたいと考えております。

福祉保健部長
県は昭和42年度から神通川流域住民健康調査を実施し
ています。対象者は昭和50年以前に20年以上居住していた
方で、今年度の実績は未確定ですが、昨年度の実績では
918名中313名が1次検査を受け、62名が精密検査を受けま
した。富山市は県から委託を受け、精密検査の受診希望者
に対し検査の同行や保健指導を行っています。市内の富山
市民病院、富山県立中央病院、富山大学附属病院で尿検査
や血液検査、エックス線検査が実施され、受診者に対して
検査結果の説明や生活改善の指導を行っています。

教育長
小学校5年生の社会科で公害防止の取り組みを学び、表
現する機会として清流環境作文コンクールに応募する市内
の小学校もあります。また、富山県立イタイイタイ病資料館
では、当時の生活や人々の働きを視覚的に捉えることがで
き、市内の多くの小学校が見学に訪れています。教育委員
会は、これらの事業を通して環境問題について考えること
が非常に有意義であると考えています。

環境部長
被害団体は現在、環境省や研究者の協力を得て約4,000
点の資料の保存・整理に取り組んでおり、富山市もこれら
の貴重な資料が確実に保存され、後世に伝えることが重要
と考えています。資料の保存・整理の進捗状況を注視し、
引き続き被害団体と連携していく予定です。柞山

住民健康調査の受診率は40%以下に低迷しています。被害
者団体は健康管理支援制度の啓発活動や各地での説明会
を開催しています。この現状について、富山市の認識を質問
致します。

柞山
資料の散逸や破損を防ぐため保存・整理が行われており、
富山市が協力できることや、成果品の保存、周知についての
考えをお尋ねします。

柞山
市長は県議会議員時代にもこの問題に取り組み、公害克服
の歴史を世界に広めるべきだと主張していました。市長の所感
を求めます。

柞山
被害者団体は風化防止のために神通川清流環境基金を創設

し、平成30年から県内小学生を対象に清流環境作文コン
クールを実施しています。事業に対する教育委員会の考えを
お伺いします。

藤井市長
イタイイタイ病は四大公害病の一つであり、多大な被害をも
たらしました。これまでに認定された患者は201名で、唯一生存
していた患者も今年8月に亡くなりました。原因特定から56年を
経ても要観察者が存在し、汚染された農地は長期間お米を作
ることができませんでした。幼い頃にイタイイタイ病のことを聞
き、その恐ろしさと偏見に苦しむ患者と家族に思いを馳せてい
ます。県議会議員時代には富山県立イタイイタイ病資料館の
管理運営や事業展開について質問し、公害の風化防止に取り組
んできました。資料館では、公害の実像や被害団体の取り組み
を紹介し、神通川の清流と自然環境を次世代に引き継ぐ未来
志向型の取り組みを行っています。貴重な教訓や自然の尊さを
未来の子どもたちに引き継ぎ、世界に発信することが重要で
あります。市としても取り組みを継続し、関係者と連携しながら
記録と記憶を後世に伝えていくことが大切です。


